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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年9月27日(2012.9.27)

【公開番号】特開2011-79199(P2011-79199A)
【公開日】平成23年4月21日(2011.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-016
【出願番号】特願2009-232652(P2009-232652)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月13日(2012.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる移動
手段と、
　前記複数のノズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投
影ノズル列において、（Ｎ＋１）個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動さ
せて、主走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、
駆動されるノズルを順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動
方向と平行な副走査方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向にＮド
ット間隔で並べられたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを
形成するように前記複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、
　前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノ
ズル検知パターンを読取る読取手段と、
　前記読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理手段と
、
　前記データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断
する判断手段と、
　を備え、
　前記駆動制御手段は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前記読取手段の読
取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッチ（Ｎ＋１）と
、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
　を満し、かつ、次式
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２

　を満たす前記ノズル検知パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御するこ
とを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段は、読取手段から得られた読取データに対して二値化処理を施す二
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値化処理手段を含み、
　前記判断手段は、前記二値化処理手段により得られた二値データにおける前記ノズル検
知パターンのドット列間に対応する間隔に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否か
を判断するとともに、前記二値データにおける前記ノズル検知パターンのドット列に対応
する値に基づいて、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特
徴とするインクジェット記録装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記判断手段は、前記ノズル検知パターンの同一の段に属する他のノズルにより形成さ
れたドット列のデータ値が示す濃度値を利用して各ノズルが異常ノズルであるか否かを判
断することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項４】
　請求項１又は３に記載のインクジェット記録装置において、
　前記判断手段は、前記データ処理手段から得られたデータが示す濃度値に基づいて、前
記ノズル検知パターンのドット列に対応する濃度値と前記ノズル検知パターンのドット列
間に対応する濃度値との中間値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とす
るインクジェット記録装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段から得られたデータに対して異常ノズルを判断するためのしきい値
を設定するしきい値設定手段を含み、
　前記判断手段は、前記データ処理手段から得られたデータと前記しきい値とを比較して
、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特徴とするインクジ
ェット記録装置。
【請求項６】
　請求項１に記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段は、前記読取手段から得られた読取データに対する統計分布を算出
する統計分布算出手段を含み、
　前記判断手段は、前記データ処理手段から得られた統計分布に基づいて、予め決められ
た偏差を超えるデータ値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とするイン
クジェット記録装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、
　前記データ処理手段は、読取手段から得られた読取データに対して正規化処理を施す正
規化処理手段を含むことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のインクジェット記録装置において、
　前記正規化処理手段は、前記投影ノズル列を複数の領域に分割した領域ごとに前記読取
手段から得られた読取データに対して正規化処理を施すことを特徴とするインクジェット
記録装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、
　前記読取手段は、前記インクジェットヘッドを含む画像記録手段の記録媒体移動方向の
下流側に設けられることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに記載のインクジェット記録装置において、
　前記判断手段により異常ノズルと判断されたノズルに対する吐出データを補正する補正
手段を備えたことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、前記記
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録媒体と、を副走査方向に沿って相対的に移動させながら、前記複数のノズルを副走査方
向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列において、（Ｎ＋１
）個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方向に沿う（Ｎ＋
１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズルを順次切り換
えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副走査方向につい
て（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向にＮドット間隔で並べられたドット列
を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するノズル検知パターン形
成工程と、
　前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノ
ズル検知パターンを読取る読取工程と、
　前記読取工程において読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理工程
と、
　前記データ処理工程の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断
する判断工程と、
　を含み、
　前記ノズル検知パターン形成工程は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前
記読取工程の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッ
チ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式
　｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
　を満し、かつ、次式
　（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２

　を満たす前記ノズル検知パターンを形成することを特徴とする異常検出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　ここで、上記した「１オンＮオフの検知パターン」とは、（Ｎ＋１）ドットピッチで並
べられたドット列を（Ｎ＋１）段分有し、各段のドット列は配列方向について互いにずら
されて配置されたパターンである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明に係るインクジェット記録装置は、記録媒体へ液滴
を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッドと、前記インクジェットヘッ
ドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる移動手段と、前記複数のノズル
を副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列において
、（Ｎ＋１）個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方向に
沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズルを
順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副走査
方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向にＮドット間隔で並べられ
たドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するように前記
複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１

よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノズル検知パターンを読取る読取手段と、前記
読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理手段と、前記
データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断する判
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断手段と、を備え、前記駆動制御手段は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、
前記読取手段の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピ
ッチ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐ
を満し、かつ、次式（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２を満たす前記ノズル検知パターンを形成する
ように前記複数のノズルを駆動制御することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　インラインセンサ８２を含むインライン検出部（図６に符号１７２を付して図示する。
）の詳細は後述するが、インラインセンサ８２は記録解像度よりも低い解像度を有し、一
画素で複数のドット（ドット列）をタイミングを変えながら読み取るように構成されてい
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　〔インライン検出部（インラインセンサ）の構成例〕
　図７は、インラインセンサ８２（ＣＣＤイメージセンサを含む読取手段）の構成例を示
す概略構成図である。インラインセンサ８２は、ラインＣＣＤ２７０と、そのラインＣＣ
Ｄ２７０の受光面に画像を結像させるレンズ２７２、光路を折り曲げるミラー２７３とを
一体とした読取センサ部２７４が、並列に配置され、記録媒体上の画像を夫々読み取る。
ラインＣＣＤ２７０はＲＧＢ３色のカラーフィルタを備えた色別のフォトセル（画素）ア
レイを有し、ＲＧＢの色分解によりカラー画像の読み取りが可能である。例えば、ＲＧＢ
３ライン夫々のフォトセルアレイの隣には、１ライン中の偶数画素と奇数画素の電荷とを
夫々、別々に転送するＣＣＤアナログシフトレジスタを備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５４】
　（発明１）：記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘッ
ドと、前記インクジェットヘッドと記録媒体とを副走査方向に沿って相対的に移動させる
移動手段と、前記複数のノズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投
影させた投影ノズル列において、（Ｎ＋１）個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に
同時駆動させて、主走査方向に沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列
を形成し、駆動されるノズルを順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録
媒体の移動方向と平行な副走査方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査
方向にＮドット間隔で並べられたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知
パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御する駆動制御手段と、前記ノズル
検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解像度Ｒ２を有し、前記ノズル検知パタ
ーンを読取る読取手段と、前記読取手段により読取られた画像データに対して統計的処理
を施すデータ処理手段と、前記データ処理手段の処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノ
ズルであるか否かを判断する判断手段と、を備え、前記駆動制御手段は、前記ノズル検知
パターンの記録解像度Ｒ１と、前記読取手段の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パター
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ンの主走査方向における配置ピッチ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式｛
（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐを満し、かつ、次式（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２を満たす前記
ノズル検知パターンを形成するように前記複数のノズルを駆動制御することを特徴とする
インクジェット記録装置。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　（発明４）：発明１又は３に記載のインクジェット記録装置において、前記判断手段は
、前記データ処理手段から得られたデータが示す濃度値に基づいて、前記ノズル検知パタ
ーンのドット列に対応する濃度値と前記ノズル検知パターンのドット列間に対応する濃度
値との中間値に対応するノズルを異常ノズルと判断することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６４】
　（発明５）：発明１に記載のインクジェット記録装置において、前記データ処理手段か
ら得られたデータに対して異常ノズルを判断するためのしきい値を設定するしきい値設定
手段を含み、前記判断手段は、前記データ処理手段から得られたデータと前記しきい値と
を比較して、前記複数のノズルのいずれが異常となっているかを判断することを特徴とす
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７７】
　（発明１１）：記録媒体へ液滴を吐出する複数のノズルが設けられたインクジェットヘ
ッドと、前記記録媒体と、を副走査方向に沿って相対的に移動させながら、前記複数のノ
ズルを副走査方向と直交する主走査方向に沿って並ぶように投影させた投影ノズル列にお
いて、（Ｎ＋１）個（Ｎは正の整数）おきのノズルを連続的に同時駆動させて、主走査方
向に沿う（Ｎ＋１）ドット間隔で並べられた１段分のドット列を形成し、駆動されるノズ
ルを順次切り換えながらすべてのノズルを使用して、前記記録媒体の移動方向と平行な副
走査方向について（Ｎ＋１）段分のドット列を形成し、主走査方向にＮドット間隔で並べ
られたドット列を副走査方向に（Ｎ＋１）段有するノズル検知パターンを形成するノズル
検知パターン形成工程と、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１よりも小さい読取解
像度Ｒ２を有し、前記ノズル検知パターンを読取る読取工程と、前記読取工程において読
取られた画像データに対して統計的処理を施すデータ処理工程と、前記データ処理工程の
処理結果に基づいて、各ノズルが異常ノズルであるか否かを判断する判断工程と、を含み
、前記ノズル検知パターン形成工程は、前記ノズル検知パターンの記録解像度Ｒ１と、前
記読取工程の読取解像度Ｒ２と、前記ノズル検知パターンの主走査方向における配置ピッ
チ（Ｎ＋１）と、２以上の整数Ｐと、の関係が、次式｛（Ｎ＋１）×Ｒ２｝／Ｒ１＝Ｐを
満し、かつ、次式（Ｎ／Ｒ１）＞１／Ｒ２を満たす前記ノズル検知パターンを形成するこ
とを特徴とする異常検出方法。
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